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志摩市 危機管理統括監 

 防災危機管理室 

タ イ ト ル 令和６年度 志摩市災害対策本部図上訓練の実施と公開について 

概 要 

 

南海トラフ地震を想定して、地震・津波に対する災害対応力や防災意識の

向上を図ることを目的に「令和６年度 志摩市災害対策本部図上訓練」を実

施します。 

 

「災害対策本部図上訓練」は県や自衛隊、警察、海上保安部などの行政・

防災関係機関の参加のもとに、「南海トラフ地震」による被害を想定し、その

初動期における災害対策本部員等が行うべき役割や行動を模擬的に体験する

ことにより、応急対策活動上の問題点や課題の把握と初動対処能力の向上を

図ることを目的に報道機関等の皆さんに公開して実施します。 

 

訓練内容は添付資料をご確認ください。 

【添付資料】 

 資料① 令和６年度 志摩市災害対策本部図上訓練 実施概要 

資料② 令和６年度 志摩市災害対策本部図上訓練 実施計画 

開 催 日 令和 ６年１０月８日（火曜日） 

開 催 時 間 
午後１時３０分～ 午後４時３０分 （開始と終了時間） 

（見学受付は午後１時００分から） 

開 催 場 所 志摩市役所本庁舎 ４階会議室（４０１～４０４会議室） 

そ の 他 

訓練の取材については志摩市役所４階会議室で実施する「災害対策本部図

上訓練」の場でお願いします。 

※訓練中は全ての取材対応ができない場合があります。 

お問合せ先 

 志摩市 危機管理統括監 防災危機管理室  担当 濱口、奥野 

  TEL 0599-44-0203  FAX 0599-44-5252 

  e-mail bosaikikikanri@city.shima.lg.jp 
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令和６年度 志摩市災害対策本部図上訓練 実施概要 

１．訓練目的 

この訓練は、志摩市、行政・防災関係機関など参加のもとに、南海トラフ地震を想定して、各種の防災

訓練を実施し、地震・津波に対する災害対応力や防災意識の向上を図ることを目的とします。 

 

２．主 催  志摩市 

 

３．訓練日  １０月８日（火） 

 

４．訓練項目・内容等（予定） 

訓練項目・内容 実施機関 訓練場所 訓練時間 

志摩市災害対策本部

図上訓練 

 

志摩市（市消防本部を含む）、 

三重県、鳥羽警察署、 

陸上自衛隊第３３普通科連隊、 

鳥羽海上保安部 

市役所４階 

会議室 

訓練想定等説明 10:30～ 

図上訓練     1:30～ 

振り返り、講評 15:30～ 

（終了予定  16:30） 

 

５．訓練参加対象者（市職員）  約７０名 

 

６．訓練想定 

１０月６日（日）１６時１０分、南海トラフを震源とする海溝型地震が発生し、当地域では、最大震度

６強の地震が観測され、当地域沿岸部に大津波警報が発表され、市は直ちに災害対策本部を設置し、防災

体制を執った。発災後３日目を想定した各種訓練の実施。 

 

７．訓練中止の判断基準 

次の場合は訓練を中止します。なお、中止決定は当日９時００分に行い、訓練中止の場合は、関係者へ

連絡を行います。 

（１）訓練当日、市内で震度５弱（最大震度）以上の地震が観測された場合 

（２）志摩市沿岸（津波予報区：「三重県南部」）に、「大津波警報」、「津波警報」又は「津波注意報」が発

表されている場合、又は発表される可能性がある場合 

（３）「南海トラフ地震臨時情報」が発表された場合 

（４）市内に「大雨」、「洪水」、「暴風」、「高潮」警報又は特別警報が発表されている場合又は三重県内に特

別警報が発表され市長が訓練中止を適当であると判断した場合 

（５）上記の他、訓練当日志摩市に災害対策本部が設置又は継続されている場合 

（６）その他当日の天候により訓練実施が困難と判断される場合や市内で緊急対応を行っている場合で市

長が訓練中止を適当であると判断した場合 

 

８．訓練講評者 

三重県南勢志摩地域活性化局  山口 成大 局長 

鳥羽市 総務課防災危機管理室 岡田 国治 室長 

志摩市 消防本部       久保 宏  消防長 
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令和６年度 志摩市災害対策本部図上訓練 実施計画 

 

１ 目 的 

志摩市、行政・防災関係機関など参加のもとに、南海トラフ地震を想定して、災害対策本部図上訓

練を実施し、地震・津波に対する災害対応力や防災意識の向上を図ることを目的とします。 

  

２ 訓練の狙い 

震災発生よりまもなく４８時間が経過するタイミングよりスタートし、人命救助の段階から復旧・

復興への体制変換の時期を捉えて対応を訓練する。 

 

３ 主要訓練項目 

 発災初動期の災害対策本部の対応 

  ア 情報の収集・分析・共有 

  イ 実施すべき対応策の案出 

 

４ 実施日時及び場所 

日時：１０月 ８日（火） １３：３０～１６：３０  

場所：市役所 ４階 ４０１～４０４会議室（図上訓練会場） 

       ５階 災害対策本部室（コントローラー室） 

 

５ 訓練参加者 

〇参加者 

 (1) 職員   約７０名 

今回の訓練では市長の不在時を想定し、副市長を本部長職務代理者として実施することとして

志摩市災害対策本部員、及び志摩市地域防災計画－地震・津波対策編－（令和６年７月修正）P106

の志摩市災害対策本部組織図にある各班の構成員。 

※ただし、本庁以外での配備が主となる支所支援班（各支所）、医療班（志摩市民病院）、給水・

復旧班（水道工務課）は対象としない。また消防班（消防本部）はコントローラー役として

参加する。  

 

 (2) 関係機関 （県、警察、自衛隊、海上保安部） 各機関 １～２名 

  

(3) その他 

・訓練講評者 

三重県南勢志摩地域活性化局  山口 成大 局長 

鳥羽市 総務課防災危機管理室 岡田 国治 室長 

志摩市 消防本部       久保 宏  消防長 

 

 

資料② 



６ 訓練編成 

 (1) 進行管理者（コントローラー） 

    ・訓練の進行管理や状況付与係を担当（担当：防災危機管理室、消防本部、関係機関） 

 (2) 訓練参加者（プレイヤー） 

    ・各部からの訓練参加者を下記の訓練編成表の各班に割当て 

 (3) 訓練編成  

  ア 応急対策本部編成基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  イ 上記の編成を基準として、事前に訓練参加者を各班に割当する。 

 

７ 実施要領 

 (1) 訓練方式は、災害対策本部要員（各部担当者を含む）を対象とした「図上シミュレーション訓練

（ロールプレイング方式）」とする。状況付与の内容については、原則非公開とする。 

 (2) 訓練時程 

   １０時３０分から１２時００分：事前説明 

１２時００分から１３時００分：昼休憩 

１３時００分から１３時３０分：担当打ち合わせ 

１３時３０分から１５時３０分：図上訓練 

１５時３０分から１６時１０分：ふりかえり・発表 

１６時１０分から１６時３０分：講評・あいさつ 

 (3) 状況付与については、進行管理者（コントローラー）からの「情報カード」による伝達を基本と

して、一部電話、無線等により伝達する。訓練参加者（プレイヤー）は、進行管理者（コントロー

ラー）から提示される一連の状況付与に基づき対応活動を検討し、その結果を「情報カード」の活

動・対応状況欄に記入し、進行管理者に提出する。 

災害対策本部長 

総 括 班 

副本部長 

管 理 係 
・情報と対応のと
りまとめ 
・県等への報告 
・会議の準備実施 

広 報 班 
市民への広報・報

道機関への対応 

市民対応班 
避難所の運営状

況把握、住民から

の要請・対応等を

検討 

応急対応班 
調達配分・給水・

調査・復旧に係る

対応等を検討 

被害状況整理係 
被害状況の地図へ
の記録、被害量の把
握 

情報収集・仕分係 
情報の収集と仕分

け・伝達 


